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、

二

　

諮
ら

れ

ざ
る

宗
教
教
育
論

　

学
校
教
育
を
中
心
と

す
る

教

育
が

男
o
目

皀
巴

萱
9
舞一
〇
コ

で

あ
れ
ば、

学

校
教
育

外
の

組

織
だ
っ

た

教

育
は

、

Zo
昌
h

貰
8
巴

曷
位
二
〇

口δ

口
o
⇒

で

あ

る

と

い

え
る

。

さ

ら
に

、

組
織
的
で

も
な

く
無
意
図

的
偶
発
的
な

教

育
は

ぽ
ho

ゴ
昌

巴

国
α
二
〇

餌

鉱
o
昌

と

な
る

。

教

育
史
的
に

い

え
ば

、

Zo

ロ
｛

o
鬥

B
巴

国
α
ロ
∩

斡

賦
o
昌

か

ら
頃
o
コ

ビ

巴

国
島
¢
op

江
o
コ

へ

と

発
展
し
て

い

っ

た
。

西
旧

の

宗
教

教

育
は

ど

こ

に

位

置
づ

け
ら

れ

る
の

で

あ

ろ

う

か
。

同

臭
詈

巴

国
ユ
ニ
op

甑
o
コ

と

し

て

の

宗
教

教
育
は
、

第
二

次

世
界
大
戦
に

お

け

る

国
家

神

道
の

強
制
に

よ

る
反
省
か

ら

事
実
上
消

極
的
に

理

解
さ

れ

て

い

る
一

方

で
、

「

こ

っ

く
り

さ

ん
」

や

「

ト

イ
レ

の

花
子
さ

ん
」

に

代
表
さ

れ

る
H

亭

｛

自
ヨ
巴

国
匹
＝
op

瓢
o
⇒

と

し

て

の

宗

教

教
育
が
、

日

本
の

学

校
教
育
の

場

合
、

蔓
延
し
て

い

る

と
い

え
る

。

西
田
に

よ

っ

て

始
め

ら

れ
た
一

燈

園
生

活
で

は、

授

業
な
ど

で

は

宗
教
を

直
接
教
え

る

事
は

な

い

が
、

諸

宗
教
を

尊
重

す
る
と
い

う

態
度
が

あ
る。

ま
た

共
同
生
活
そ
の

も

の

が

宗
教

的
な

雰
囲
気
が

あ
る

。

そ

の

中
で
一

三
〇

ゴ
β

巴

国

費
o

碧
δ
⇒

と

し

て

の

宗
教

教

育
が、

そ

の

生
活
に

収
斂
さ

れ

て

い

く
。

　

そ
の

中
に

あ
っ

て

学
校

教
育
の

集
大
成
と

し

て

修
学

旅
行
が

あ
る

な
ら

ば、

そ

れ

が

ト

イ
レ

掃
除
で

あ
る

と

い

う
点
に

注
目
し
た

い
。

ト

イ
ン

掃

除
そ

の

も
の

が
一

般
的
に

厭
わ
れ

る

も
の

で

あ
る

上
に、

何
軒
も

断
ら
れ

る
と

い

う

体
験
が

重
な

る
。

そ
れ

は

自
己
を

中
心
と

し
た

世
界
観
や
身
体

観
を

崩
壊
さ

せ

る

体
験
で

あ
る
と
も
い

え
る

。

こ

れ
ら
を
通
し

て

子
ど

も

た

ち

は

何
を

学
ん

で

い

く

の

で

あ
ろ

う
か

。

こ

こ

に

西
田
の

宗
教

教
育
の

語
ら

れ
ざ
る

本
質
が
あ
る

と

い

う
こ

と

を
検
討
し
た

い
。

接
触
領
域
と

し

て

の

オ

リ
シ

ャ

崇
拝

　

i
ア

メ

リ
カ

黒
人
の

社
会
宗

教
運
動小

　
池

郁

　
子

　

本
発
表
の

目

的
は

、

同
じ

「

人

種
」

と

「

抑
圧
（
被
害
者）

の

歴

史
」

を

共
有
し

て

い

る

と

さ

れ
な

が

ら

も、

「

近
代
／
未
開

、

抑
圧
／
被
抑
圧
」

と

い

う
植
民
地
主

義
的
な

関
係
に

位
置
づ

け
ら
れ

て

き
た

「

ア

メ

リ
カ

黒

人
」

と

「

ア
フ

リ

カ

大
陸
の

黒
人
」

が、

宗

教
的
移
動
に

よ
っ

て

互
い

の

文
化
に

接
触
し
な
が
ら

相
互

交
渉
を

お

こ

な
う、

と

い

う

事
象
を
文
化
人

類

学
的
調
査
に

も
と
つ

い

て

検
討
す

る

こ

と
で

あ
る

。

　

具

体
的
に

は、

ア

メ

リ

カ

黒

人

〔

ア

フ

リ
カ

系
ア

メ

リ
カ

人）

の

オ

リ

シ

ャ

崇

拝
運
動
と

「

ア

フ

リ
カ

」

が

接
触
す
る

社
会

空
間
を

取
り
上

げ

る
。

こ

の

社
会
宗
教

運
動
は、

 

九
五

〇

年
代
半
ぼ
の

ア

メ

リ
カ

合

衆
国

で
、

公

民
権
運

動
が

広
が

り

を

み

せ

る

な
か

、

「

反
白

人
・

反
キ

リ

ス

ト

教
」

を

掲
げ
て

始
動
し
た

。

彼
ら
は、

ア

メ

リ
カ

黒
人
に

は
み

ず
か

ら
の

文
化
を
実

践
す
る

場

所
が
必
要
で

あ
る

と

い

う
思
想
哲
学
か

ら
、

ア
メ

リ

カ

合
衆
国

南
部
に
、

オ
ヨ

ト

ゥ

ン

ジ
村
と

い

う
一

種
の

コ

ミ
ュ

ー

ン

（
生

活
実
践
共

同
体
）

を

拠
点
と

し
て

建
設
し
、

そ
こ

で

オ
リ
シ

ャ

と

呼
ば

れ

る

西
ア

フ

リ
カ

の

ヨ

ル

バ

の

神
々

を
崇
拝
し

、

ヨ

ル

バ

の

伝
統
的
な

生
活

様
式
を

再

現
し
よ

う
と

し
た

。

　
一

九
八
〇

年
代
半
ば

か

ら
、

こ

の

オ
リ

シ

ャ

崇
拝
運
動
は

転
換
期
を

迎

え
る

こ

と

に

な
っ

た
。

そ
れ

に

と

も
な
っ

て
、

運
動
の

成
員
で

あ
る

ア

メ

リ
カ

黒

人
の

な
か

に

は
、

宗
教
・

文
化
的
な

知
識
と

技
術
（
た

と

え
ば、

506（1598）

N 工工
一Eleotronlo 　Llbrary 　



Japanese Association for Religious Studies

NII-Electronic Library Service

Japanese 　Assoolatlon 　for 　Rellglous 　Studles

第 16部会

託
宣、

司

祭
に

な

る

た
め

の

イ
ニ

シ

エ

ー
シ

ョ

ン
、

通

過

儀
礼、

祭
な

ど）

を

経
験
す
る

、

あ
る
い

は、

学
ぶ

た
め
に

ヨ

ル

バ

ラ
ン

ド
を

訪
問、

滞
在
す
る

人
々

が
み

ら

れ
る
よ
う
に

な

っ

た
。

こ

う
し

た
巡

礼
と

も
捉
え

る

こ

と

が

で

き
る

文
化
実
践
の

な
か

で
、

ア
メ

リ
カ

黒
人
は、

オ

リ
シ

ャ

を

崇
拝
す
る

ナ
イ
ジ
ェ

リ
ア
人
や
そ

れ

以
外
の

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

人
た

ち

と

出
会
い
、

交
流
し

、

そ

の

関
係
を

持
続
的
に

維
持、

発
展
さ
せ

よ

う
と

試

み

て

い

る
。

　
そ

れ
で

は、

オ

リ

シ

ャ

崇
拝
運

動
と

ヨ

ル

バ

ラ

ン

ド

と

の

関
係
は

こ

れ

ま

で

に

ど

の

よ
う
に

議
論
さ

れ
て

き

た

の

で

あ
ろ

う
か

。

た

と

え
ば、

宗

教
的
権
威
の

授
受
に

注
目
し

て

オ
リ
シ

ャ

崇
拝
運

動
と

ヨ

ル

バ

ラ

ン

ド
と

の

関
係
を

取
り

上

げ

た

研

究
が

あ
る

（
出

巷
二

九
七

九
、

Ω
蝉

時
〇

一

九

九

七、

霊

巨
一

九

九
八
）

。

霊
暮
に

よ

れ
ぱ
、

ナ

イ
ジ
ェ

リ
ア

の

伝

統
的
な

オ
リ
シ

ャ

崇
拝
組
織
の

長
が

、

儀
礼
的
な

宗
教
的
権
威
を
オ

リ
シ

ャ

崇
拝
運
動
の

唱

導
者

、

ア
デ
フ

ン

ミ

に

与
え
た
こ

と

に

よ

っ

て
、

彼
は

運
動
の

正

統
性
と

真
正

性
を

成
員
や
ア

メ

リ

カ

合
衆
国

内
外
の

社
会
に

提

示

す
る

こ

と

が
で

き

た
と

指
摘
す
る

（
霊
⇔

類

］

九

九
八）
。

た
だ

し、

ア

デ
フ

ン

ミ

の

授
か
っ

た

宗
教
的
権
威
が、

そ

の

後
運
動
の

実
践

形
態
が

変

容
し
て

い

く
な

か

で

変
化
し

た

こ

と

は

議
論
さ

れ
て

い

な
い
。

ほ

か

に

は、

宗
教
文
化
教

育
の

旅
と

い

う
視
点
か

ら
オ

リ

シ

ャ

崇
拝
運

動
と

ヨ

ル

バ

ラ
ン

ド

と
の

関
係
を

論
じ
た

研
究
が

あ

る
（
0
冨
野
 

一

九

九

七、

二

〇
〇
六

、

国

霧
o
⇒

】

九
九

七）
。

こ

う
し
た

研

究
で

は
、

ア

メ

リ
カ

黒

人

が
主

体
的
に
、

「

方
の

ナ

イ

ジ
ェ

リ
ア

人
（
ア

フ

リ

カ
）

は
客

体
的
に

記

述、

分
析
さ

れ
て

い

る
。

そ

の

た

め
、

運
動
の

成
員
と

ナ
イ
ジ

ェ

リ

ア
人

と

が

交
錯
す
る
な
か

で

相
互
に

生
じ
る

問
題、

権
威
・

権
力
関

係
、

文
化

変
容
に

つ

い

て

十

分
な

考
察
が

な

さ
れ
て

い

る

と

は

い

え
な
い

。

　

そ
こ

で、

本
発
表
で

は
、

ま
ず、

オ
リ

シ

ャ

崇

拝
運
動
の

唱
導
者
や

成

員
が

、

ヨ

ル

バ

ラ

ン

ド

の

オ

リ
シ

ャ

崇
拝
組
織
と

ど

の

よ

う
に

接
触
し

て

い

る

の

か

を
示

す
。

つ

ぎ
に、

宗
教
的

移
動
に

よ
っ

て

促
さ
れ
る

ア

メ

リ

カ

黒
人
と
ナ
イ

ジ
ェ

リ

ア

人
と

の

対
話
的
な
交
流
が
、

オ

リ
シ

ャ

崇
拝
運

動
に

ど
の

よ

う
な

影

響
を

与

え
て

い

る

の

か

を

検
討
す
る

。

そ
の

う

え

で、

本
発
表
は

つ

ぎ
の

四
点
を

明
ら

か

に

す
る
。

一
、

オ

リ

シ

ャ

崇
拝
運

動
の

拠
点
や

運
動
の

唱
導
者
た
ち

の

正

統
性
が

相
対
化
さ

れ

た、

二
、

運

動
の

な
か

で

人

種
（
民

族
）

・

宗
教
を

横
断
す
る

眼
差
し
が

培
わ

れ
て

い

る、

三
、

運
動
の

な
か

で

客
体
化
さ

れ
て

い

た
「

ナ
イ

ジ
ェ

リ
ア

人
（
ア

フ

リ
カ

ご

が
、

身
体
的
な

交
流
を
へ

て

同
時
代
性
を

増
し

つ

つ

あ
る、

四、

運

動
が

再
構
築
さ
れ

る

こ

と
で
、

そ

の

集
合
性
と
連
続
性
が

維
持
さ

れ

て

い

る
。

カ

ル

テ
ィ

ニ

に

お

け

る
「

新
し

い

時
代
」

の

人
間
像

相

澤

　
里

　
沙

　
カ

ル

テ

ィ

ニ

（
一

八

七

九
ー
一

九

〇
四）

は、

イ
ン

ド
ネ
シ

ア
の

国
家

独
立

英
雄
の
一

人
で、

女

性
運
動
や

教
育
運
動
の

草
分
け
と

し
て
、

ま

た

ナ
シ

ョ

ナ

リ
ズ
ム

に

先
立
っ

て

民
族
意

識
覚
醒
を
促
し

た
人

物
と

し
て

知

ら
れ

て

い

る
。

十
九

世
紀
の

後
半
か

ら、

オ
ラ
ン

ダ
の

植
民
地
で

あ
っ

た

イ
ン

ド

ネ
シ

ア

に

お

い

て

は
、

現
地
人

貴
族
（
プ

リ

ヤ

イ
）

の

中
か

ら
、

オ
ラ

ン

ダ
語
の

能
力
を
も
つ

知

識
人
た

ち
が

現
れ

始
め、

自
ら

の

思
想
を

形
成
し
て

い

っ

た
。

カ
ル

テ

ィ

ニ

も

そ
の

よ

う
な

知
識
入
の
一

人
で

あ
る
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